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送材車 付き 帯の こ 盤の 構造の 安全 基準 B 6607 1983 

(19% 確認） 

Safety standards for Construction of Band ^aw Macnmes with heed Carriaoes 

1. 適用 範囲 この 規格 は， 送材車 付き 带 のこ 盤 ひ） （以下， 带 のこ 盤と いう。） の 安全 構造， 安全装置， 取扱説明書， 検 
査票 及び 表示に ついて 規定す る。 

注 （1) JIS B 0114( 木材 加工 機械の 名称に 関する 用語） を 参照。 

2. 用語の 意味 この 規格で 用いる 主な 用語の 意味 は， 次に よる。 

(1) 駆動の こ 車 带 のこ 盤 を 構成す る 二つの のこ 車のう ち， 電動機で 駆動され るの こ 車。 

(2) 切削 側 带 のこ 盤 を 構成す る 二つの のこ 車で 張られた 带 のこの 直線 部のう ち， 工作物 を 切削す る 側。 

(3) せり 装置 带 のこの 横 方向の 振れ を 抑止す る 装置。 せり 棒， せり 櫸 保持 器， せり アームな どで 構成され る。 

(4) 緊張 力 带 のこ 盤 を 構成す る 二つの のこ 車で 带 のこに 与える 引っ張りの 力。 

(5) ふところ 上部の こ 車 を 保持す る フレームと 切削 側带の こ の 直線 部 と の 空間。 

(6) 乗車 式 送材車 走行 操作 を 車上で 行う 方式の 送材 車。 

(7) 中立 位置 送 材車を 前進， 後退の いずれへ も 作動 させない 操作 レバーの 位置。 

3. 安全 構造 

3.1 始動 スィッチ 始動 スィッチ （動力の 始動 及び 遮断 スィッチ をい う。） は， 次に よる。 

(1) 始動 スィッチ は， 作業 者が 作業 位置 を 離れる ことなく 操作で きる 位置に 備える。 

なお， 带 のこ 盤 本 機の 始動に 限って は， 作業 位置に かかわらず 带 のこの 状態が 確認で き， かつ， その 調 
節ので きる 位置で 操作で きる もので なければ ならない。 

(2) 始動 スィッチ は， 容易に 操作で きる もので， 力つ， 接触， 振動な どに より 不意に 作動す るお それがない も 
のとす る。 

3.2 再 始動 防止 装置 带 のこ 盤に は 停電 時 又は 駆動 用 電源 を開路 にした 場合， 自動的に 開の 状態 を 保持し， 停電 
の 復元 後 又は 駆動 用 電源 を 閉路に した 場合， 自動的に 带 のこ 盤 本 機， 送材 車が 再 始動す る こと を 防止す るた めの 装置 
を 恤 える。 

3.3 のこ 車 のこ 車 は， 次に よる。 

(1) のこ 車 は， 带 のこに よる 緊張 力， 遠心力， 制動 力な ど 作用す る 力に 対して， 十分な 強度 を もつ ものである 
こと。 

(2) 駆動の こ 車の 材料 は， JIS G 5501 ( ねずみ 铸鉄 品） の FC 20 又は これと 同等 以上の 機械的 性質 を もつ もの 
とする。 

(3) のこ 車軸の 材料 は， JIS G 4051 ( 機械 構造 用 炭素鋼 鋼材） の S 45 C 又は これと 同等 以上の 機械的 性質 を も 

引用 規格： JIS B 0114 木材 加工 機械の 名称に 関する 用語 

JIS G 3101 一般 構造 用 圧延 鋼材 

JIS G 4051 機械 構造 用 炭素鋼 鋼材 

JIS G 5501 ねずみ 錡鉄品 
関連 規格 ： JIS B 6507 木材 加工 機械の 安全 通則 

JIS B 6509 带 のこ 盤 • 送材 車の 試験 及び 検査 方法 
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つものと する。 

3.4 駆動の こ 車の 制動 装置 駆動の こ 車の 制動 装置 は， 次に よる。 

(1) 駆動の こ 車に は， その 運動 を 有効に 制動す る ことができ る 制動 装置 を 備える。 

(2) 制動 装置 は， 容易に 操作で きる もので， 常に 機能が 十分 働く ように 調節で きる 構造で ある こと。 
( 3 ) 操作 機構が 手動 又は 足踏み 操作に よ る 制動 装置 は， 次の 各項に 適合す る ものである こと。 

(a) 操作 方向 は， 非 切削 側で ある こと。 

(b) 転倒， 転落な ど を 防止す るた め， 取手 を 設ける。 

(c) 足踏み 用 ペダル は， 表面に 滑り止め を 施し， 水平 位置より 下降し ないた めの スト ッパを 設ける。 
3.5 帯の こ 緊張 装置 带 のこ 緊張 装置 は， 次に よる （図 1 参照)。 

(1) 带 のこ 力、 のこ 幅， のこ 厚， 切削 条件な どに 対応して 常に 適正な 緊張 力 を 保持し， かつ， 適切な 感度 を もつ 
て 作動す る 機構の ものである こと。 

(2) (1) に 示す 適正な 緊張 力 を 常に 保持す るた め， 何ら かの 原因で 異常な 緊張 力と なった 場合， 带 のこ 盤 本 機 は 
始動で きず， また 運転 中の もの は 警報 を 発する 機構， 又は 動力が 遮断され 自動的に 制動 装置が 作動す る 機 
構な ど を 備える ことか 望ましい。 

(3) レバ一 式带 のこ 緊張 装置の 突 上げ ロッ ド， ナイフ エッジ 受け 軸 及び ナイフ エッジの 材料 は， JIS G 4051 
の S45C 又は これと 同等 以上の 機械的 性質 を もつ ものと し， 必要 部分 は 硬化 処理 を 行い， 耐 摩耗 性 を 高く 
する。 

(4) 带 のこが のこ 車から 外れるな ど， 異常な 走行 挙動 を 防止す る 機能 を 備えた 緊張 装置 を 設置す る 力、 又は そ 
の 挙動 を検 知し 警報 を 発する 機構 若しく は 直ちに 動力 を 遮断し， 自動的に 制動 装置が 作動す る 機構な ど を 
備える ことが 望ましい。 



図 1 帯の こ 緊張 装置 

. 上部の 二 車 




備 考 図 は 一例 を 示す ものであって， 構造 を 規定す る もので はない。 
3.6 上部の こ 車の 傾斜 装置 上部の こ 車の 傾斜 装置 は 運転 中， 操作 ハン ドルに 不意の 力が 加わっても， のこ 車の 傾 
き が 変化 し ない 機構で な ければ な ら ない。 
3.7 せり 装置 せり 装置 は， 次に よる （図 2 参照）。 

(1) せり 棒 は， のこ 幅に よって 固定 位置 を 容易に 調節で きる ものである こと。 
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(2) せり アームの 昇降 操作 は， のこ 歯に 接触す るお それがない 位置で 行う ことができる ものである こと。 

(3) 上部せ り 棒 保持 器 は， その 下端と 工作物との 間隔が できるだけ 小さ く なる 位置まで 下降で きる ものである 
こと。 

図 2 せり 装置 




慊 考 図 は 一例 を 示す ものであって， 構造 を 規定す る もので はない。 
3.8 のこ 車 及び 帯の この 付着 物 除去 装置 带 のこ 盤に は， のこ 車 及び 带 のこに 付着す るの こくず （屑)， 樹脂な ど 

を 除去す る 付着 物 除去 板， 給油 装置な どの 付着 物 除去 装置 を 備える。 
なお， 付着 物 除去 装置 は， のこ 車 及び 带 のこに 損傷 を 与える おそれがない もので なければ ならない。 
3.9 下部の こ 車の 木くず (屑） など 卷 込み 防止 装置 下部の こ 車と 带 のことの 間に 木 〈ず (屠)， 樹皮な ど を 卷き込 

むお それが ある 箇所に 卷 込み 防止 装置 を 備える。 
なお， 卷 込み 防止 装置の 带 のこに 近接す る 部分 は， 带 のこに 損傷 を 与える おそれがない 材料 を 用い， 容易に 交換で 

きる もので なければ ならない。 
3.10 ヘッド ストック ヘッド ストック は， 次に よる。 

(1) へッ ドス ト ッ クの 前進 又は 後退 運動に 対して は， オーバーラン 防止 装置 を 備えて いる こと。 

(2) 手動 式の テーパ セット 装置で は， つめが テーパ セット 扇 板の 溝から 外れ， テーパ セット レバーが 急激に 倒 
れる おそれの ない 構造で ある こと。 

3.11 手動 式 歩 出し 装置 手動 式 歩 出し 装置 は， 次に よる。 

(1. ) 手動 式 歩 出し 装置の つめ 及びつ め 車の 歯 部の 材料 は， JIS G 4051 の S 45 C 又は これと 同等 以上の 機械 
的 性質 を もつ ものと し， つめの 先端 及びつ め 車の 歯 部 は， 硬化 処理 を 行って 耐 摩耗 性 を 高く する ものと す 
る。 

(2) 手動 式 歩 出し 装置の つめ 上げ 装置 は， つめ 上げ レバー を 操作した とき， 各 送 りづめの 先端と つめ 車の 歯の 
先端との 間隔が 3mm 以上に 保 たれ， かつ， へ'' ン ドス ト ッ クの 急速 開閉 装置と 連動す る 構造の ものである こ 
と。 - 
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3.12 'かすがい 装置 かすがい 装置 は， 次に よる。 

(1) かすがい 装置 は， 工作物 を 確実に 保持し， 増し 締めが できる 構造で ある こと。 

(2) かすがいの 材料 は， JIS G 3101 ( —般 構造 用 圧延 鋼材） の SS 41 又は これと 同等 以上の 機械的 性質 を もつ 
ものと し， 先端 は 硬化 処理 を 行って 耐 摩耗 性 を 高く する ものと する。 

(3) 下部 かすがい は， 上部 かすがいより 带 のこ 側に 出ない ようにす るか， 又はへ ッ ド ブロックの 先端より 5rnm 
以上 出ない 構造と する。 ただし， 手動 式 かすがい 装置で は， 下部 かすがいの 出力、' 確認で きる 構造の もので 
も よ い。 

3.13 オフセット 装置 オフセット 装置 は， 次に よる。 

(1) 送材 車の 前進 及び 後退に 応じて 確実に 作動す る もので， かつ， 各 オフ セッ ト 装置 ごとに オフ セッ ト量 調節 
機能 を 備えて いる こと。 

( 2 ) 送材 車の 前進 及び 後退に 応 じて， その 走行距離が 300 mm 以内に 作動が 完了す る 構造の もので あ る こと。 

(3) 最小 オフセット 量が 9mm 以上の ものである こと。 

(4) 送材 車に は， 2 か 所以 上に オフ セッ ト 装置 を 装備し， 少なく とも 前端 部の 車軸 及び 後端 部 (補助 送 材車を 除 
く。） の 車軸に は 必ず 備えて いる こと。 

3.14 送材車 走行 装置 ワイヤ ロープ を ドラムに * くこと によって， 送 材車を 走行させる 装置 は， 次に よる。 

(1) ワイヤ ドラムの ピッチ 円の 直径と， 当該 ドラムに 卷き 込まれる ワイヤ ロープの 直径との 比の 値 及び シ一ブ 
の ピッチ 円の 直径と， 当該 シ一ブ を 通る ワイヤ ロープの 直径との 比の 値 は， 16 以上で ある こと。 

(2) 卷き 込まれる ワイヤ ロープの 方向と 溝 付き ドラムの 溝との なす 角度 は， 4 度 以下で ある こと。 

(3) ワイヤ ロープが シープ に卷き 込まれる 角度 は， 2 度 以下で ある こと。 

(4) ワイヤ ロープ ど ドラム， フック ブロック などとの 連結 は， 合金 詰め ソケット 止め， クランプ 止め， コッタ 
止め， クリップ 止めな ど 堅固に 結合で きる 方法に よって 行う。 

(5) ワイヤ ロープの 取 付け 部に は， ワイヤ ロープ を 適正に 張る ことので きる 緊張 調整 装置 を 備える。 

(6) ワイヤ ロープ は， 次に よる。 

(a) ワイヤ ロープの 安全率 （ワイヤ ロープの 切断 荷重の 値 を 当該 ワイヤ 口一 プに かかる 荷重の 最大の 値で 
除した 値） は， 5 以上と する。 

(b) ワイヤ ロープの 余卷き は， ドラムに ワイヤ ロープの 一端 を それぞれ 固定す る 形式の もので は， 送材車 
の 位置が 最 も 遠い 場合で も ドラムに 2 卷き 以上 残 る ものと し， また 摩擦に よって ワイヤ ロープが 駆動 
される 形式の もので は、 ドラムに 6 巻き 以上 残る ものである こと。 

3.15 送材車 走行 用 操作 レバー 送材車 走行 用 操作 レバー （以下， 操作 レバー と い う。） の 操作 方向 は， 送材 車の 走行 
方向と 同一であって， 次の 各項の いずれ かに 該当する ものである こと。 ただし， （ 2 ) 又は （3) による こと 力 望ましい。 

(1) 中立 位置に 戻して 操作 レバーから 手 を 離す と， その レバーが 自動的に ロックされ， かつ， それが 確認で き 
る 機構であって， 振動， 接触な どの 外力に より 不意に 作動す るお それがない こと。 

(2) 操作 レバーから 手 を 離す と， その レバーが 自動的に 中立 位置に 復元し， ロック される 機構であって， 振動， 
接触な どの 外力 により 不意に 作動す る おそれが な いこと。 

(3) 操作 レバーから 手 を 離す と， 走行 用 電動機が 停止す る 構造で ある こと。 

3.16 移動 鴛線装 架 装置 移動 電線 を 装備す る 送材車 は， 移動 電線に 著しく 引っ張り， ねじれな ど を 与えない ため， 
移動 電線 装 架 装置 を 備える。 

3 17 送材車 運転 箇所の 床な ど 送材車 運転 箇所の 床な ど は， 次に よる。 

(1) 乗車 式送材 車の 運転 箇所 は， つまずき， 滑りな どのお それがない 作業 床 を 備え， かつ， 手すり 又は 握り 棒 
など を 倔え ている こと。 
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(2) 歩 出し 装置 及び かすがい 装置な ど を 操作す る 作業 者が 乗車す る送材 車に は， つまずき， 滑りな どのお それ 
のない 作業 床 を 備え， かつ， 適当な 箇所に 転落 防止の ための 手すり 又は 握り 棒な ど を 備えて いる こと。 
3.18 軌道 内の 障害物 排除 装置 軌道 内の 障害物 排除 装置 は， 次に よる。 

(1) 送材 車の 前端 部 及び 後退 部に は， 軌道 内の 障害物 を 排除す るた め， 障害物 排除 装置 を 備えて いる こと。 

(2) 前項の 障害物 排除 装置 は， その 下端と レール 表面との 間隔が 6imn 以下と なる ものと する。 

3.19 車輪 及び レールの 付着 物 除去 装置 送材 車に は， 車輪と レールの 接触 面に 付着す るの こくず (厨)， 樹皮な ど 
を 除去す るた め， 付着 物 除去 装置 を 備える ものと する。 

3.20 送材車 暴走 傳止 装置 送材 車の 走 行路の 両端に は， 送材 車の 暴走 を 防止す るた めの 暴走 停止 装置 を 備える も 
のとす る。、 

4. 安全装置 

4.1 のこ 歯の 覆い のこ 歯の 覆い は， 工作物の 切削に 必要な 带 のこの 部分 を 除いて， のこ 歯 を 覆う こ と がで きる 構 

造の ものと する。 

なお， 工作物の 切削 側の のこ 歯の 覆い （以下， 接触 予防 装置と いう。） は， 次に よる。 

(1) 材料 は， 厚さ Imm 以上の 鋼板 又は これと 同等 以上の 強度 を もつ ものである こと。 

(2) 接触 予防 装置と せり 棒 保持 器と は 一体の 構造と し， 昇降 操作 は 機械的に できる ものである こと。 

(3) 接触 予防 装置 は， ふところ 側 を 除いた 三面 を 覆い， 前面 は 開閉で きる ものである こと。 

(4) 接触 予防 装置 は， せり 棒 保持 器 を 下限 位置まで 下げた 場合で も， その上 端と 上部の こ 車の 覆いの 下端との 
間に， のこ 歯が 露出し ない ものである こと。 

(5) 前方の 見通し を 著しく 妨げる 構造で ない こと。 
4.2 のこ 車の 覆い のこ 車の 覆い は， 次に よる。 

(1) 材料 は， 厚さ Imm 以上の 鋼板 又は これと 同等 以上の 強度 を もつ ものである こと。 

(2) のこ 車の 上面 及び 前後左右の 面 を 覆う ものである こと。 

なお， 上部の こ 車の 覆い は， のこ 車 を 下限 位置まで 下げた 場合で も， のこ 車の 下端まで 覆われる もので 
ある こと。 

(3) ピッ トの 覆い を 兼ねる 下部の こ 車の 覆いの 材料 は， 厚さ 3 mm 以上の 鋼板 又は これと 同等 以上の 強度 を も 
つもので ある こと。 

(4) 上部の こ 車の 覆いに は， 带 のこの 破 断に よる 带 のこ 及び 破片の 飛び出し を 防止す るた め， 有効な 緩衝 材に 
よる 内張り を 施す。 

(5) 上部の こ 車の 最高 位置での 上端と 覆いの 内張りの 表面との 間隔 は， 100mm 以上と する。 

(6) 上部の こ 車の 覆いに は， 内面の のこ 歯 側の 適当な 箇所に， のこ 車から 外れた 带 のこ を 受けと める ための の 
こ 受け を 設ける。 

(7) 上部の こ 車の 覆いに は， のこ 車と 带 のことの 位置 関係 を 確かめる のぞ II) き 窓 を 設ける ことができる。 た 
だし， この場合に は， 開口部の 強度が 十分に 保 たれる ものである こと。 

4.3 危険 区域への 立 入りに よる 自動 警報 装置 及び 送材車 自動 停止 装置 危険 区域へ 作業 者な どが 立ち入る 場合， 
送材 車の 走行 操作 者 に 警告 を 与える 自 動 警報 装置 又は 送材 車の 自 動 停止 装置 を 装備す る。 

5. 取扱説明書 带 のこ 盤に は， 取扱説明書 を 添付し， その 取扱説明書に は 形式， 仕様 ♦ 構造' 使用 带 のこ '操作' 
保全 • 点検 • 整備 • 据 付け • その他 安全 上の 留意 事項な ど， 安全 確保に 必要な 事項 を 記載す る。 

6. 検査 票 带 のこ 盤に は， 安全に 関する 検査 票 (検査 項目と その 結果） を 添付す る。 

7. 表 示 带 のこ 盤に は， 見やす い 箇所に 容易に 消えない 方法で， 次の 事項 を 表示す る ものと する。 
( 1 ) 製造業 者 名 
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2 ) 製造 年月 及び 製造番号 

3 ) 形式 

4 ) 定格 出力 又は 定格 電流 

5 ) 定格 電圧 

6 ) 無 負荷 回転 速度 

7 ) 緊張 倍率 

8 ) 標準 分銅の 質量 及び 標準 油圧 （のこ 幅， のこ 厚さな どに 応じ， 带 のこに 適正な 緊張 力 を 与える 標準 分銅の 
質量 及び 標準 油圧） 

9 ) 最高 走行 速度 

10) ヘッド ブロックの 有効 開き 

11) かすがいの 有効 開き 

12) 最大 積載 寸法 [工作物の 長さ X 高さ （直径)] 

13 ) 最大 積載 荷重 

14 ) 送材車 質量 

15) その他 安全 上， 特に 必要な 事項 



★ 內容 について のお 問 仓せ は， 技術 部 規格 開 究!！ へ FAX ： 03 ― 3405 一 5541 で ご 連 格く ださい。 

★ JIS 規格 票の 正 u》 な"; が 発行され た 場 含 は， 次の要^Sでご案内ぃたします。 

(1) 当 協会 発行の 月刊 K "標 化 ジャーナル" に， 正 ' 港の 内容 を揭 載いた します。 

(2) 毎月 第 3 火曜日に， "BSiS* 新！ r 及び" S 刊 工業 新 HT の JIS« 行の 広告 橘で， 正誤 票 
が « 行され た JIS 規格 番号 及び 银 格の 名标を お知らせい たします。 

なお， 当 協会の JK 予約者の 方に は， 予 ft されて いる 節 門で 正解 票が 努 行され た * 合に は 自動 
的に お送りい たします。 

★ JIS 規格 票の ご注文 及び 正 K 票 を ご 希 S の 方 は， 普及 事業 》 普及 業務 » (FAX ： 03 一 3583 一 0462) 
又は 下記の 当 B 会 各 支 « へ FAX でお 顧い いたします。 
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